
平成１８年度理事会（総会）報告 
 

１月８日（日）午前１０時～ 
静岡市 もくせい会館    

 
出席者  高木会長、沼本、伊藤朱、舩越各副会長、大橋顧問、増田参与 

落合理事長、岩本、秋山、鷲頭、谷津、金谷、足立、岩田各副理事長 
榛葉、川西各監事、鈴木事務局長、常任理事２９名、理事１４名 
杉浦三島協会長（出席者６０名） 
 

高木会長より理事会開催にあたり挨拶があり、規約２２条により議長は高木会長が就いた。 
 
【落合理事長】新体制となり、やりたいことがたくさんあったが、半分位しか実施できな

かった。各専門委員会を立ち上げ、各役員にはお忙しい中出席をいただい

て延べ２５回位の会議を開き、事業の見直し等を行い一年やってきました。 
 
１．規約の改訂について 

静岡県ソフトテニス連盟規約の改定について提案され承認された。 
また、先の常任理事会で承認された旅費規程、表彰規程、慶弔規程、顧問

及び参与選出基準を制定したと報告があった。 
 
２．平成１７年度事業について 
①各専門委員会より報告 

【落合総務委員長】時間の余裕がなく、委員会として事業計画や予算を決める作業に入れ

なかったことなど、思ったことができなく反省している。 
【落合強化委員長】一から出直しをした。強化選手の交通費、弁当等を自前とした。 
       国体の成年男子は、大学生２組が入り、東海を抜け出して本大会に出場し、

１６本に入った。なかなか選手が集まらない。１８年度は体制を立て直し

てやっていきたい。 
【谷津競技委員長】１８年度の大会より中学生・高校生を一般の大会に参加できるよう考

えて生きたい。（１２／１８に実施した静岡県選抜インドア大会に高校生を

入れた）近県選抜大会を近県シニア大会と、県選抜インドア大会のシニア

を外し、一般と成年の２種別にした。近県シニア大会は県外の参加者が少

なかったので参加を呼びかける。シングルス大会は参加者が少ないが残し

て行きたい。表彰制度を設け、全国大会や東海大会で優秀な成績を収めた

選手を表彰することとした。ランキングのポイント制は問題もあるので今



後の検討課題とする。 
【岩本審判委員長】新たな体制で行うことを考えている。組織を充実させるには、各協会 
       （団体）で審判委員長を決めてもらいたい。審判事務局を設けたい。２級

審判員資格検定会・更新研修会は、２月の他にあと１回（東部・西部隔年）

開催したい。（受講者の人数と役員の問題を解決して）１級は５０歳を過ぎ

るとマスターレフェリーになってきているので若手に取得してもらいたい。 
       ２級審判員は小学生等へ正しいルールを説明し、理解させるよう務めても

らいたい。若いうちに正しいルールを覚えさせるようジュニア審判員を育

成したい。 
【鷲頭広報委員長】マスコミを利用し、認知度を高めたい。新聞社の後援を取り、取材を

してもらう。県連ホームページをよく見てもらいたい。要覧（テニスマン

のハンドブック）を２年に１回発行する。７０万～８０万位掛かるので会

員登録金の支部還元金と広告料で賄いたい。原稿の出ていない団体は至急

提出をお願いしたい。広報誌を年２回（１８年度は１回）位発行したい。 
【市川指導者委員長】指導者育成プログラムをどう取り組んでいくか検討を進めている。

２月初旬に高体連・中体連への説明会を開催したい。Ｕ14・Ｕ18の練習会
の実施と選手選考を進める。指導者バンクの登録者名簿の提出をお願いし

たい。指導員資格取得講習会を１８年度に実施する。 
【秋山シニア委員長】４５歳以上の選手が多くなってきている。６／５と７／１６にＯＧ

会・木犀会・シニア会と連携して、講習会・親睦会を開催した。東・中・

西で練習会を開催し普及していきたい。大会要項の見直しを図った。（ねん

りんピック大会の参加条件を１年置けば出場できる。）（近県選抜大会を近

県シニアとした。）（県選抜はシニアを外した。）ねんりんピック福岡を視察

して月曜日の運営をどうするか、ということを強く感じた。 
【金谷レディース委員長】ＯＧ会と共催で練習会を開催した。８／２花川で４４名参加、

９／３有度山で４９名参加、１１／８富士宮で５１名が参加した。    
２／２６に鈴与記念体育館でナガセケンコーの大野監督を招いて開催を予

定している。 
【佐野小学生委員長】小学生で育てた選手を中学・高校で続けてテニスをやらせたい。 
       大会の予定から実施に係ってきたが、さらに組織を充実し活性化を図って

行きたい。 
【足立高校生委員長】県連と高体連の連携強化を図って行くよう対応して行きたい。中学

生１７，０００人から高校生２，０００人へと減ることが問題である。 
 
 
   ②平成１７年度大会結果の報告 



   ③平成１７年度ランキングの報告 
       東海ランキングに漏れがあり追加する。 
         中学生男子 第８位 安池誠人・植田駿一（高洲中学校） 
         中学生女子 第４位 砂原由侑・脇 昌子（富士宮第四中学校） 
               第６位 森田みさ紀・宮下愛美（浦川中学校） 
               第７位 大島彩花・秋山美那子（大淵中学校） 
       静岡県中学生ランキングの順位を訂正する。 
         男女とも５位４ペアのうち後の３ペアを６位・７位・８位とする。 
 
④会議等経過報告 
⑤平成１７年度表彰者の報告 
    漏れがあり追加する。 
      東海中学校大会 第３位 砂原由侑・脇 昌子（富士宮第四中学校） 

   ⑥平成１７年度会員登録状況の報告 
１１月３０日現在で一般、小学生、高校生はほぼ１００％に近いが、中学

生は５０％程度である。２月末まで登録を受け付ける。登録事務手続きを

見直し、１８年度から実施する。 
       次のような意見が出た。 

・ 会員登録制度について各協会を通じて周知させる。 
・ 会員登録委員会を設置する。 
         

   以上平成１７年度の事業報告について諮られ、了承された。 
 
３．平成１７年度収支決算報告について 

総会資料にある収支決算報告書に基づいて説明をした。 
 
４．平成１７年度収支決算の監査報告について 
【川西監事】 １２月１７日に監査を実施し、帳票類を精査照合して相違なかったとの報

告。（これから大きな大会等を開催する場合に備え、資金を積立方式にした

らと進言があった。） 
 
  本案について諮られ、了承された。 
 
５．平成１８年度事業計画について 

総会資料にある平成 18年度重点事業計画書に基づいて説明した。 
      日連事業計画について・・・ジュニアジャパンカップと日本スポーツマスタ



ーズは新設大会である。 
日本スポーツマスターズは、年齢的なこと、参加費用の補助がないことで、 
県予選の参加者があるのか未知数である。県連としては、一人１万円位補助

したいと思うので、各協会で常任理事会までに検討してもらいたい。 
 

  本案について諮られ、了承された。 
 

６．平成１８年度大会・行事予定について 
調整会議資料に基づいて説明をした。 

      ・富士ジュニア大会 ４／２→４／１（予備日４／９→４／２） 
      ・静岡カップ（高校女子） ５／３・４・５ 富士総合 
      ・東海選手権大会 コート面数１６面か東海連盟総会で確認する。 
      ・富士選手権大会 ６／１８→６／４（予備日６／２５→６／１１） 

・岡村杯小学生大会 予備日６／２５ 
・東海小学生大会県予選 １０／２２→１０／２１   
        （予備日１１／３→１０／２２） 

      ・理事会は 19年度から１月中旬の日曜日とする。 
 
  本案について諮られ、了承された。 
 
７．平成１８年度収支予算案について 

総会資料にある収支予算書に基づいて説明をした。 
・事務経費について・・・大会運営、事務補助等の応援を依頼した場合は、

日当等の謝礼を支払うこととしたい。 
 
  本案について諮られ、了承された。 
 
７．その他 

議事審議が終わり出席者全員の自己紹介をした。 
８．懇親会 

＊１７年度各表彰、抽選会を行い、意見交換や親睦を図った。 


